
２０２３年度 

日本学生支援機構大学院奨学金出願のしおり 
 

出願受付 

出願するには、下表の①出願書類提出および②インターネット入力の両方を行う必要が 

あります。①②両方の手続きを完了していない場合は、審査対象外となります。 

 

① 出願書類提出（郵送） 

出 願 期 間 郵 送 先 提 出 方 法 

４月１日（土）～１４日（金） 

(※最終日消印有効) 
所属校地の学生生活課 

レターパックや簡易書留等、配達

記録が残る方法で送付してくだ

さい。封筒に「JASSO大学院奨
学金出願書類」と明記してくださ

い。 

 

② インターネット（スカラネット）入力 

※出願書類に不備がない方に、入力用のユーザＩＤ・パスワードを e-mail（大学から付与さ
れたアドレス宛）でお知らせします。 

インター 

ネット 

月  日 時  間 

出願書類提出～４月１８日（火） ８：００～２５：００ 

 

注意事項 

○ 出願期間は厳守してください。出願期間最終日の翌日以降の消印のものは一切受付できま

せん。 

○ 書類到達確認のお問い合わせには対応しておりません。 

○ やむを得ない事情で上記受付期間内に出願できない場合は、４月１１日(火)１７：００ま

でに学生生活課にご相談ください。いかなる理由があっても、事前連絡がなければ出願受

付期間後の受付は一切できません。 

○ 出願から採用までの諸連絡は e-mail（大学から付与されたアドレス宛）を利用しますので、
出願と同時にご自身が日常使用するメールアドレスへの転送設定をしてください。 

○ 挟み込みの別冊「奨学金を希望する皆さんへ」も必ず読んだうえで、出願してください。 

○ 「出願のしおり」、別冊「奨学金を希望する皆さんへ」は、出願した後も必ず保管してお

いてください。 

 

 

同志社大学 学生生活課 

今出川校地  〒602－8580 京都市上京区今出川通烏丸東入 ＴＥＬ 075-251-3280 

 ＦＡＸ 075-251-3083 

京田辺校地  〒610－0394 京田辺市多々羅都谷１－３ ＴＥＬ 0774-65-7430 

 ＦＡＸ 0774-65-7429 
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▼ 同志社大学大学院には、同志社大学独自の奨学金（同志社大学大学院奨学金、同志社大学大学院特別

奨学金、同志社大学寄付奨学金など）をはじめ、日本学生支援機構大学院奨学金、民間・地方公共団

体奨学金などの多様な奨学金制度があります（p.18～19 の奨学金制度一覧を参照）。 
特に、国の育英事業である日本学生支援機構大学院奨学金は、採用人数・金額とも多く、採用されると

標準修業年限まで継続して貸与される、本学で最も多く利用されている奨学金です。 

 
▼ 奨学金に関すること、学生生活を送るうえで生じる経済的な問題があれば、いつでも学生生活課に相

談してください。 

 
▼ 学生生活課で奨学援助を受ける場合、手続きに印鑑が必要となる場合があります。学生生活課へ来室

の際は学生証と印鑑（朱肉印）を必ず持参してください。 

 
▼ この『奨学金出願のしおり』は 2023 年 3 月現在の情報をもとに編集されています。取り扱いに変更が

あった場合は、大学ウェブサイト等でお知らせします。 

 
▼ 懲戒処分を受けた場合、奨学金が「停止」または「廃止」になるだけでなく、処分を受けた期間の出

願が認められないことや、奨学金の全額または一部を返還していただくことがあります。 

 
▼ 同志社大学は、学校法人同志社の「同志社個人情報保護規程」に則り個人情報を取扱います。 

参考：http://www.doshisha.ed.jp/privacy/index.html 
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１．概要 

日本学生支援機構大学院奨学金は、教育・研究者、高度の専門性を要する職業人の養成を目的として貸与するもの
です。 

 
２．奨学金の種類と貸与月額 
（１）種類 

日本学生支援機構大学院奨学金には、第一種奨学金と第二種奨学金の２種類があり、出願パターンとしては、
第一種専願、第二種専願、併用、併願＊の４通りがあります。 
＊併願とは、第一種奨学金の採用を第一希望とするが、不採用の場合は第二種奨学金の採用を希望する、という意味です。 
 

種 類 内  容 対  象 月  額 貸与始期 貸与終期 

第一種 
奨学金 

貸与 
（無利子） 

博士課程前期課程 
修士課程 
専門職学位課程 
一貫性博士課程 1・2 年次生 

次の金額から選択 
 50,000 円 
 88,000 円 

2023 年 4 月 標準修業 
年限まで 

博士課程後期課程 
一貫性博士課程 3～5 年次生 

次の金額から選択 
 80,000 円 
122,000 円 

2023 年 4 月 標準修業 
年限まで 

第二種 
奨学金 

貸与 
（有利子） 全課程 

次の金額から選択 
50,000 円 
80,000 円 

100,000 円 
130,000 円 
150,000 円 
190,000 円（LS のみ） 
220,000 円（LS のみ） 

2023 年 4 月
～9 月で希望
する月 
（注） 

標準修業 
年限まで 

（注）新入生には、他に入学時特別増額貸与奨学金があります。入学時特別増額貸与奨学金を希望する場合は、 
2023 年 4 月を選択してください（（２）参照 ）。 

※一貫制博士課程の 1・2 年次生は博士課程前期課程に、3～5 年次生は博士課程後期課程に準じます。 
※司法研究科（以下 LS）の学生のみが選択できる月額 190,000 円及び 220,000 円は、基本月額 150,000 円を
選択した場合の 40,000 円及び 70,000 円の増額貸与です。 

※長期履修学生の第一種奨学金貸与期間は通常の課程における標準修業年限まで、第二種奨学金貸与期間は長
期履修課程の修業年限までです。長期履修課程は、通常の課程より修業年限が長いため、借入総額が大きく
なることが予想されます。必要な金額、必要な期間をよく考えたうえで、申請してください（p.6 参照）。 

※貸与月額を決定する際には、日本学生支援機構ウェブサイトの「奨学金貸与・返還シミュレーション」
(https://simulation.sas.jasso.go.jp/simulation/)を参考にし、貸与額・返還額を十分考慮してください。 

 
（２）入学時特別増額貸与奨学金（有利子） 

本年度大学院に入学した者で入学年月を始期として第一種または第二種奨学金の貸与を受ける場合は、希望に
より、貸与月額の初回振込時に 10～50 万円の増額貸与を受けることができます。なお、第一種、第二種奨学
金の併用貸与を希望し、併せて入学時特別増額貸与奨学金を希望する場合は、すべての貸与始期を 4 月とする
必要があります。 
 
○対  象 今年度入学した者のうち、次のいずれかに該当する場合 

① 本人と配偶者の収入金額の合計が 120 万円以下の場合 
② ①以外の者で国の教育貸付（日本政策金融公庫の教育ローン）を申し込んだが、収入が少な 
いために貸付を受けることができなかった場合 

○貸 与 額 10 万円、20 万円、30 万円、40 万円、50 万円から選択 
※詳細は別冊「奨学金を希望する皆さんへ」で確認してください。 

 

（３）第二種奨学金の利子 
○利率の算定方法の選択 

出願時に利率の算定方法の種類として①利率固定方式、②利率見直し方式のいずれかを選択することになり
ます。いずれの方式も基本月額に係る利率は年 3％が上限です。在学中及び返還期限猶予中は無利子で、修
了あるいは退学した日の翌日から月単位で利子が加算されます。 
 
○利率の算定方法の変更について 

奨学金の交付期間中、貸与期間が終了する年度の一定期日まで変更することができます（変更締切最終期限
は例年 12 月初旬となります）。なお、退学や辞退などの理由で修了前に貸与が終了する場合は、貸与が終
了する月の 2～3 か月前までに変更の手続きをしてください。貸与期間終了後は変更できません。 
また、第一種奨学金と入学時特別増額貸与奨学金に採用された場合、入学時特別増額貸与奨学金が採用決定
後の初回振込時に全額振込まれ、利率及び利率の算定方法が確定するため、入学時特別増額貸与奨学金につ
いては、採用決定後に利率の算定方法を変更することができません。 

※詳細は別冊「奨学金を希望する皆さんへ」で確認してください。 

 Ⅱ．日本学生支援機構大学院奨学金について  
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３．出願資格 
大学院（司法研究科・ビジネス研究科含む）に在籍している者 

ただし、長期履修学生は、第一種奨学金については通常の課程における標準修業年限以内、第二種奨学金につい
ては長期履修課程の修業年限以内の者。 
なお、在日外国人の場合は、次の(1)～(3)のいずれかに該当する者のみ、出願資格があります。 

 
 
 
 
 
 
※申込資格がない在留資格の例：「家族滞在」「留学」など 

 
以下の者は出願資格がありません。 

・外国人留学生 
・標準修業年限（博士課程前期課程・修士課程・司法研究科法学既修者・ビジネス研究科は 2 年、博士課程後

期課程・司法研究科法学未修者は 3 年、一貫制博士課程は 5 年）を超えて在籍している者。ただし、休学期
間は在学年数に含みません。 

・出願時点において修業年限内で学業を確実に修了できる見込みがあると認められない者 
・聴講生・科目等履修生 

※過去に大学院の同一課程で日本学生支援機構大学院奨学金を受給したことがある者は、出願前に学生生活課に
相談してください。 

 
４．出願から採用まで 
 

出願書類一式を提出してください（出願日時、方法等については表紙を参照のこと）。 
 

 
出願書類に不備がなければスカラネット用ウェブページにアクセスするためのユーザＩＤ・パ 
スワードを e-mail（大学から付与されたアドレス宛）でお知らせします。スカラネット入力下 
書き用紙にそって必要事項を入力してください。 
※出願書類を提出していてもスカラネット入力を完了していない場合は審査対象外となります。 
※スカラネット入力の完了後、大学から付与されたアドレス宛の e-mail をご自身が日常使用す 
るメールアドレスに転送設定してください。 

 
出願完了 

 
各研究科での審査      ・各研究科で学業成績等により審査します。 

 
 

・日本学生支援機構で家計基準（p.4 参照）を満たしているか審査されます。 
 

 
 7 月上旬 
・e-mail（大学から付与されたアドレス宛）にて採用可否の連絡を送付します。 
・採用者にのみ、7 月上旬に採用通知、奨学生証、返還誓約書、マイナンバー提出書等を本人宛 
に郵送します。ただし、第二種奨学金で貸与始期を 8 月、9 月にした場合は、貸与開始月上 
旬の郵送となります。 
（電話等による採否にかかわる問い合わせには一切応じられません。） 

【奨学金の振込】貸与始期 4 月の場合 
初 回 振 込 日 7 月 11 日（火） 

初 回 金 額 4 か月（4～7 月）分 
ただし、第二種奨学金で貸与始期を 8 月、9 月にした場合は、 
貸与開始月に順次振込みとなります。  

返還誓約書の提出：本学が指定した期日までに返還誓約書を提出してください。提出されない場合、採用取消になります。 
マイナンバーの提出：採用決定後、申請者本人のマイナンバーを日本学生支援機構に提出する必要があります。 
継 続 願：例年 1 月（予定）に、インターネットにより「奨学金継続願」を提出する必要があります。 

詳細は、12 月～1 月頃に e-mail（大学から付与されたアドレス宛）にて案内します。提出後に学業 
成績等による適格認定を行います。 

スカラネット 
入力 

採否決定 

出願書類提出 

 (1)「日本国との平和条約に基づき日本の国籍を離脱した者等の出入国管理に関する特例法(平成 3 年法律第 71
号)」第 3 条の規定による法定特別永住者として本邦に在留する者 

 (2)出入国管理及び難民認定法(昭和 26 年政令第 319 号)別表第 2 の永住者,日本人の配偶者等又は永住者の配偶
者等の在留資格をもって本邦に在留する者 

 (3)同表の定住者の在留資格をもって本邦に在留する者で永住者若しくは永住者の配偶者等に準ずると当該者
が在学する学校の長が認めたもの 

(日本学生支援機構奨学規程 第 2 条 抄) 

日本学生支援 
機構への推薦 
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５．選考 
（１）各研究科での審査 

各研究科で学業成績等をもとに審査します。 
同志社大学大学院奨学金の受給状況・採用結果とは、関係ありません。 

 
（２）日本学生支援機構での家計審査 

出願者が家計基準を満たしているか審査します。審査対象は、出願者本人です（父母ではありません。ただし、

配偶者がいる場合は配偶者も含みます）。 
前年の収入金額で家計基準内かを判定します。 
ただし、転・退職等により前年の収入金額に比べて大幅な変動があった場合は、申込時現在の状態で 1 年間の

見込金額により判定を行います。 
 
家計基準：本人と配偶者の収入金額の合計金額が下表の金額であること。 
※収入金額とは、定職、アルバイト、金銭・物品など父母等からの給付、奨学金、その他の収入により 1 年

間に得た金額。なお、配偶者が給与所得者の場合は配偶者のみ給与所得控除をしたうえで合算する。 
※詳細は別冊「奨学金を希望する皆さんへ」で確認してください。 

給与所得    …源泉徴収票の「支払金額」（万円） 
給与所得以外…収入金額（万円）－必要経費（万円） 

 
日本学生支援機構大学院奨学金収入基準額 
 第一種 第二種 併用貸与 
博士課程前期課程・修士課程 
専門職学位課程 
一貫制博士課程 1・2 年次生 

２９９万円以下 ５３６万円以下 ２８４万円以下 

博士課程後期課程 
一貫制博士課程 3～5 年次生 ３４０万円以下 ７１８万円以下 ２９９万円以下 

なお、第一種に限り収入基準額を若干上回る場合も採用されることがあります。詳細は学生生活課 
に確認してください。 

 
（３）昨年度の出願・採用状況（定期採用） 

第一種 
課  程 出願者数 採用者数 

博士課程前期課程 

修士課程 
２１３ ２１３ 

博士課程後期課程 １６ １６ 

専門職学位課程 １６ １６ 

合  計 ２４５ ２４５ 

第二種 
課  程 出願者数 採用者数 

博士課程前期課程 

修士課程 
６４ １２ 

博士課程後期課程 ４ ２ 

専門職学位課程 ９ ８ 

合  計 ７７ ２２ 

※第二種出願者には、併願希望者（第一種を希望、不採用の場合は第二種を希望）が含まれています。 
 
６．返還方式について 

返還方式には定額返還方式と所得連動返還方式があり、スカラネット入力時に選択することができます。 

所得連動返還方式を選択できるのは、第一種奨学金採用者で機関保証を選択した方です。 

※詳細は別冊「奨学金を希望する皆さんへ」で確認してください。 
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７．保証制度の選択について 
奨学金の貸与にあたっては、連帯保証人・保証人を選任する人的保証制度と、保証機関（日本国際教育支援協会）
に一定の保証料を支払うことにより、奨学金の貸与を受けることができる機関保証制度があります。出願時に、人
的保証または機関保証制度のどちらかを選択する必要があります。 
 
人的保証とは連帯保証人・保証人を用意して債務を保証する制度で、本人の返還に遅延が発生した場合には、本人
に代わって連帯保証人・保証人に返還をする義務が生じます。 
出願時にスカラネットで入力した連帯保証人・保証人は、やむを得ない場合を除き変更ができません。 
採用決定時に「返還誓約書」を提出していただきますが、人的保証を選択した場合、返還誓約書に連帯保証人・保
証人の連署（自筆）・実印の押印が必要です。また、連帯保証人と保証人の印鑑登録証明書（スカラネット申込日
から 3 ヶ月以内のもの）と、連帯保証人の収入に関する証明書（市町村で発行する所得証明書等）を添付する必要
があります。「返還誓約書」が定められた期限までに提出されない場合には、既に振込済みの奨学金を戻入のうえ、
採用取消となります。 
 
機関保証を選択した場合、「本人以外の連絡先」(機構が本人と連絡が取れない場合に本人の住所･電話番号を照会
できる者)を 1 人届け出る必要があります。採用された場合、返還誓約書に署名してもらうことになりますので、あ
らかじめ承諾を得ておいてください。 
 

連帯保証人 
(奨学生本人と連帯し
て責任を負う者) 

原則として父または母。父母がいない等の場合には奨学生本人の配偶者を除く兄弟姉妹・

おじ・おば等。 

保  証  人 
(奨学生本人及び連帯
保証人が返還できな

くなった時に代わっ

て返還する者) 

父母と奨学生本人の配偶者を除く、4親等内の成年親族（おじ・おば・兄弟姉妹・いとこ
等）のうち、奨学生本人及び連帯保証人と別生計で採用時（スカラネット入力日が採用時

となる）に 65歳未満の者。 

※1 連帯保証人・保証人ともに上記以外の者を選任する場合は、返還誓約書提出時に「返還保証書」および「貸 
与予定総額の返還を確実に保証できる資力を有する」ことを証明する書類（所得証明書や預貯金残高証明書等） 
の提出が必要になります。 

※2 奨学生本人が貸与終了時に満 45 歳を超える場合の連帯保証人は、貸与終了時に満 60 歳未満でなければなり 
ません。満 60 歳未満の人を選任できない場合は、機関保証を選択してください。 

※3 上記に該当していても、債務整理（破産等）中の場合は認められません。 
 
《注意》奨学金申込時において、「併願」または「併用」の申し込みをする場合は、第一種奨学金と第二種奨学金

で異なる保証制度を選択することは認められません。 
 
人的保証を選択し、やむを得ない事情により機関保証へ変更する場合は、貸与開始から変更時点までの保証料を全
額一括して支払わなければいけません。また、機関保証から人的保証への変更は認められません。 
 
※詳細は別冊「奨学金を希望する皆さんへ」で確認してください。 

 
８．奨学金の返還 

奨学金は日本学生支援機構の規程に従い、修了後、全額返還しなければなりません。返還金は、直ちに後輩の奨学
金として貸与される仕組みとなっていますので、延滞することのないよう、最後まで責任を持って返還してくださ
い。 
 

 （１）返還誓約書の作成 
採用決定後、返還誓約書を交付しますので、本学が定める所定の提出期日までに必ず提出してください。期日ま
でに返還誓約書を提出しない場合は、採用取消になります。 

 
 （２）返還確認票の交付 

貸与終了年度の 11 月に返還確認票を交付します。 
 

※詳細は別冊「奨学金を希望する皆さんへ」で確認してください。 
 
９．特に優れた業績による返還免除制度 

大学院において第一種奨学金の貸与を受けた者のうち、在学中（貸与期間中）に特に優れた業績を挙げたと認めら
れる者には、奨学金の全部または一部の返還が免除されます。 
対象者は、貸与終了年度に業績優秀者返還免除に申請することができます。返還免除となる人数は、貸与期間が終
了する者の 30％程度の人数となります。 
なお、返還免除候補者を学内で選考する際の基本的な業績の種類は次の表のとおりですが、各研究科で評価する業
績の種類は異なりますので、注意してください。各研究科の評価項目、基準は学生生活課と各研究科事務室で公表
しています。 
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 業績の種類 評価基準 

1 学位論文その他の研究論文 学位論文の教授会での高い評価、関連した研究内容の学会での発表、学術雑誌への掲

載又は表彰等、当該論文の内容が特に優れていると認められること 

2 大学院設置基準第 16 条に定める 
特定の課題についての研究の成果 

特定の課題についての研究の成果の審査及び試験の結果が教授会等で特に優れてい

ると認められること 

3 大学院設置基準第 16 条の 2 に定め

る試験及び審査の結果 

専攻分野に関する高度の専門的知識及び能力並びに当該専攻分野に関連する分野の

基礎的素養であって当該前期の課程において修得し、若しくは涵養すべきものについ

ての試験の結果が教授会等で特に優れていると認められること、又は、博士論文に係

る研究を主体的に遂行するために必要な能力であって当該前期の課程において修得

すべきものについての審査の結果が教授会等で特に優れていると認められること 

4 著書、データベースその他の著作物

（1・2 号に掲げるものを除く） 
専攻分野に関連した著書、データベースその他の著作物等が、社会的に高い評価を受

けるなど、特に優れた活動実績として評価されること 
5 発明 特許・実用新案等が優れた発明・発見として高い評価を得ていると認められること 

6 授業科目の成績 講義・演習等の成果として、優れた専門的知識や研究能力を修得したと教授会等で高

く評価され、特に優秀な成績を挙げたと認められること 

7 研究又は教育に係る補助業務の 
実績 

リサーチアシスタント、ティーチングアシスタント等による補助業務により、学内外

での教育研究活動に大きく貢献し、かつ特に優れた業績を挙げたと認められること 

8 スポーツの競技会における成績 教育研究活動の成果として、専攻分野に関連した国内外における主要な競技会等で優

れた結果を収める等、特に優れた業績を挙げたと認められること 

9 ボランティア活動その他の 
社会貢献活動の実績 

教育研究活動の成果として、専攻分野に関連したボランティア活動等が社会的に高い

評価を受ける等、公益の増進に寄与した研究業績であると評価されること 
 

2021 年度の「特に優れた業績による返還免除」認定結果は次のとおりです。 
 前期課程（人） 後期課程（人） 専門職学位課程（人） 

制度対象者 ２１２ １５ １１ 
申 請 者 １２９ １１ ３ 

認定者 

全額免除 ２２ ３ １ 
半額免除 ４２ ４ ０ 
合計 ６４ ７ １ 

 
なお、2018 年度以降の博士課程（後期課程）（一貫制博士課程の後期課程相当を含む）進学者を対象として、返還

免除における貸与終了者に対する免除者数の割合が従来の30％から45％へ増えることとなりました。増となる15％
は新しい返還免除内定制度による推薦枠として配分されます。返還免除内定制度とは、貸与終了時に決定する返還

免除を進学時に内定する制度です。詳細については、本学奨学金ウェブサイトを参照してください。 
https://www.doshisha.ac.jp/scholarships/graduate/list.html 

 
１０．以前に日本学生支援機構奨学金を受給していた場合 

本学大学院入学前に日本学生支援機構奨学金を受給していた場合は、スカラネット・パーソナルから「在学猶予願」

を提出することにより、大学院在学中の返還が猶予されます。提出時には、以下の学校番号を入力する必要があり

ます。該当者は 5 月 31 日（水）までに手続きをしてください。 
 ・修士（前期）課程・博士（後期）課程・一貫制博士課程・ビジネス研究科 ： 306006-01 
 ・司法研究科 ： 306006-60 

 
１１．よくある質問 

Ｑ１．日本学生支援機構大学院奨学金と同志社大学独自の奨学金を併用することはできますか？ 
Ａ１．できます。 
Ｑ２．第二種奨学金に採用となった場合、第一種奨学金に変更できるような措置はありますか？ 
Ａ２．再度第一種奨学金に出願する必要があります。ただし、必ずしも採用されるとは限りません。 
Ｑ３．現在、第二種奨学金月額８万円の貸与を受けていますが、金額の変更はできますか？奨学金の返済額が大き

くなるのが心配なのですが？ 
Ａ３．月額の変更ができます。また、奨学金の貸与が必要なくなった場合は随時辞退ができます。 

 
１２．長期履修学生の出願について 

長期履修学生の第一種奨学金貸与期間は通常の課程における標準修業年限までです。 

第二種奨学金に限り、長期履修学生として在籍する期間分の貸与ができますが、以下の点を十分考慮したうえで

出願するようにしてください。 

 

(１)借用金額 

長期履修学生は、通常の課程より修業年数が長いため、必然的に借用金額が大きくなります。 

また、第二種奨学金は「特に優れた業績による返還免除」の対象ではなく、貸与総額に利子もつきます。 

必要以上に貸与を受けることがないよう、必要な金額、期間をよく考えたうえで、出願してください。 
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(２)機関保証料 

長期履修学生については、標準修業年限で採用後に、日本学生支援機構で期間延長の処理をされるため、採用直

後と期間延長処理後では貸与期間が変わります。 

保証料の月額は、奨学金の種類（第一種奨学金、第二種奨学金）、貸与月額、貸与期間及び返還期間等を基に算出

されています。そのため、貸与期間の変更（同時に返還期間が変更となる可能性有）をすることによって、保証

料が増減することになります。 

 

(３)長期履修学生として採用後に長期履修期間を途中で変更した場合 

①当初取り決めた長期履修期間（留年・休学等の休停止期間を除く）を延長する場合は、貸与終期の延長は認め 

られません。また、申請もできません。 

②長期履修期間を短縮した場合は、辞退をしてください。 

 

(４)貸与中に長期履修学生となった場合 

  履修形態を切り替えた時点または標準修業年限での貸与が終了した時点において、新たに長期履修学生として出 

願できる場合がありますので、希望する場合は事前に学生生活課へ問い合わせてください。 

 
 
 
 

 
■注意事項■ 

① 作成内容は出願日現在で記入してください。 

② 黒のペンまたはボールペンで丁寧に記入してください。（こすると消えるペンは使用不可） 

③ 押印する印鑑は朱肉を用いる印鑑を使用してください。（スタンプ印は使用不可） 

④ 書き間違えた時は、修正箇所に二重線を引き、訂正してください。(修正液は使用不可) 

⑤ 書類がそろっていない場合や、記載内容に虚偽がある場合は選考から除外します。 

 
１．出願の際に必要な書類 

 

 

 Ⅲ．出願書類の作成と準備  

(1)奨学金願書（水色の用紙） 本冊子に挟み込んであります。p.10～11 を参照して記入してください。 

(2)確認書兼個人信用情報の取扱い

に関する同意書 別冊「奨学金を希望する皆さんへ」に挟み込んであります。 

(3)収入計算書 

別冊「奨学金を希望する皆さんへ」に挟み込んであります。 
p.12～13 を参照して記入してください。 
・裏面の給付者氏名欄は給付者（父母等）が自署してください。 
・(5)スカラネット下書き用紙の「あなたの所得情報欄」と内容を一致させてく

ださい。 

(4)収入に関する証明書類 
次の項目「２．収入に関する証明書類の集め方」を参照し、揃えてください。 
マイナンバー（個人番号）が記載された書類は提出しないでください。なお、 
提出された書類は一切返却しませんので、ご注意ください。 

(5)スカラネット入力下書き用紙 
別冊「奨学金を希望する皆さんへ」に挟み込んであります。 
p.14～15 を参照して記入してください。 
記入後、9 頁目（Ⅰ－あなたの所得情報）のみをコピーして提出してください。

原本は入力時に必要ですので、ご自身で保管してください。 

(6) 
①入学時特別増額貸与奨学金に係

る申請書 
②融資できない旨を記載した公庫

発行の通知文のコピー 
③入学時特別増額貸与奨学金に係

る貸与総額増額願 

入学時特別増額貸与奨学金を希望し、かつ日本政策金融公庫の教育ローンを申

し込んだが融資を受けられなかった場合のみ提出してください。 
①・③は所定用紙がありますので、学生生活課に申し出てください。 
②の通知文は、公庫が定める申込みの要件を満たしたうえ、審査の結果、融資

できないと判断された場合に発行されるものです。したがって、公庫から融資

できると判断された場合、公庫へいったん申し込んだ後に当該申込を取り下げ

た場合、または公庫が定める申込みの要件を満たさない場合は、入学時特別増

額貸与奨学金は利用できません。 
③は第二種奨学金及び併用貸与申込者のみ提出してください。人的保証制度を

選択した場合は連帯保証人及び保証人の自署・押印（実印）と、印鑑登録証明

書の添付が必要となります。 
(7)在留資格・在留期間が明記されて

いる書類 
 ※日本国籍以外の者のみ 

在留カード（コピー）、特別永住者証明書（コピー）、住民票の写し（原本）

等のうち、いずれか 1 点を提出してください。 
なお、出願資格は p.3「3.出願資格」を参照してください。 

7



 

２．収入に関する証明書類の集め方 
次の３つの指示に従って、該当する書類すべてを提出してください（次頁に書類についての説明を掲載）。 

指示

１ 

出願者は全員、次のいずれか 1点を提出してください。 
・ 出願者本人の所得証明書（書類説明ａ） 

・ 扶養されていることがわかる書類として、父母等の令和 4 年分源泉徴収票（ｂ） 
・ 扶養されていることがわかる書類として、父母等の令和 4 年分確定申告書（ｃ） 
・ 扶養されていることがわかる書類として、健康保険証のコピー（ｄ）(国民健康保険被保険者証は不可)* 

注意：「扶養されていることがわかる書類」は、「扶養されている」＝「出願者本人に収入がない」とみ

なすための資料となります。扶養している者（通常、父母）の収入は審査に関係ありません。 

また、証明書類が有効になるのは、扶養者と被扶養者両方の氏名の記載がある場合に限ります。 

(注意（6）参照のこと) 

＊国民健康保険被保険者証は、扶養者と被扶養者としての氏名記載がなく、扶養関係を確認することが 

できないため 

指示

２ 

令和 4（2022）年 1月 1日～12月 31日に次の収入があった場合、収入の種類に応じて、書類を提出して

ください。ただし、アルバイト収入の証明については、出願時に継続しているもののみでかまいません。 
収入の種類 提出書類 

アルバイト収入 

次のいずれか 
・源泉徴収票（ｂ） 
・アルバイト料明細書（ｅ） 
・就労証明書（ｆ） 

定職収入 給与所得者 源泉徴収票（ｂ） 
給与所得者以外 確定申告書（控）（ｃ） 

父母等からの給付 
（仕送りや授業料・住居費の援助等） 

父母等からの給付額について 
（別冊「奨学金を希望する皆さんへ」に挟み込んである「収入計

算書」裏面）（ｇ） 

他大学在籍時に受給した奨学金 奨学生採用決定通知（ｈ） 
 

指示

３ 

令和 5（2023）年収入見込金額が令和 4（2022）年の収入と比べて大きく変動がある場合は、上記書類と

ともに次の書類を提出してください。令和 5（2023）年見込金額により判定を行います。 
事    由 提出書類 

令和 3（2021）年 1 月以降に就職・転職した場合 給与支払（見込）証明書（ｉ） 
令和 3（2021）年 1 月以降に退職した場合 退職証明書（ｊ） 
その他特別な事情 当該事情を証明する書類 

 

 

【注意】 (1) 所得証明書や本学指定用紙による証明書以外はすべてコピーでかまいません。 

(2) 配偶者がいる場合は、同じ要領で証明書を提出してください。 

(3) 定職とは勤務の条件が常勤で定給を得ているもの、アルバイトとは定職以外の勤務形態のもの（非常勤講 

師、パートタイマー等）をいいます。 

(4) 収入状況によっては、雇用保険受給資格者証・各種手当の通知書等、他に書類を求めることがあります。 

(5) アルバイト収入が、本学での TA・RA・SA・LA の場合は、指示２の証明書類は不要です。 
(6) 扶養されていることがわかる書類として、健康保険証のコピー（ｄ）を提出される場合、下記内容の記載 

がされているかを確認してください。また、被保険者等記号・番号等にマスキング（付せん等で隠してコ

ピーする）を施してください。 

被扶養者と記載があるものに限ります。 

世帯主氏名と被保険者氏名という表現にな

っている場合、扶養関係を確認することがで

きず、証明書類としては無効になります。 

被扶養者（本人）と扶養者の氏名が 

記載されていることを確認してください。 

必ずマスキングしてください。 
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３．収入に関する提出書類の説明 
（マイナンバー（個人番号）が記載された書類は提出しないでください。） 

ａ.所得証明書（課税証明書） 
【原本】 

最新のもの（大学提出時点で発行から 3 ヶ月以内のもの）。 
住民票を置いている市区町村役場で申請してください。 
所得のない場合、市区町村によっては所得証明が受けられない場合があり

ます。その場合は「非課税証明書」を取得してください。 

ｂ.令和 4 年分源泉徴収票【コピ

ー可】 
所得者自身が保管しているものです。手元にない場合は、勤務先に申請し

てください。 

ｃ.令和 4 年分確定申告書（控）

（第一表と第二表の両方が必要

です）または市県民税申告書

（控）【コピー可】 

所得者自身が保管しているものです。提出はコピーでかまいませんが、申

告者の署名、捺印は必ず行ってください。 

ｄ.健康保険証【コピー】 
A4 サイズの用紙に原寸でコピーしてください（コピーした用紙を健康保

険証のサイズに切り取らないでください）。必ず被保険者等記号・番号等

にマスキングを施してください。 

ｅ.アルバイト料明細書 
【コピー可】 

家庭教師などで給与明細がない場合は、出願者本人が就労始期と月額を白

紙等に記入し（様式自由）、署名、捺印のうえ、提出してください。 

ｆ.就労証明書 
【原本】 

（本冊子 p.23 の指定用紙） 
アルバイト先で「就労証明書」に証明を受けてください。 

ｇ.父母等からの給付額について 
【原本】 

（別冊「奨学金を希望する皆さんへ」に挟み込んである「収入計算書」裏面） 
父母等の家計から支出された金額について記入し、給付者（父母等）が署

名したうえで提出してください。 

ｈ.奨学生採用決定通知 
【コピー可】 

1 年間に受けたすべての給付・貸与奨学金について、奨学金受給額を証明

する書類のコピーを提出してください。 
日本学生支援機構奨学金を貸与していた場合は、奨学生証・返還誓約書・

貸与奨学金返還確認票等のコピーでもかまいません。 
※本学で奨学金を受けている（いた）場合は、証明書類は不要です。 

ｉ.給与支払（見込）証明書 
【原本】 

（本冊子 p.22 の指定用紙） 
所得を得ている者の勤務先で、就職または転職日から一年間分の給与支払

（見込）額の証明を受けてください。 

ｊ.退職証明書 
【原本】 

（様式自由） 
元の勤務先に発行を依頼し、「元勤務先名」「退職年月日」「退職者氏名」

の証明を受けてください。 
雇用保険受給資格者証、離職票、または退職日の記載がある源泉徴収票で

もかまいません。 
 
４．収入に関する提出書類についてのよくある質問 
 

Ｑ．結婚しているのですが、どのような書類が必要ですか？ 
Ａ．出願者および配偶者の、それぞれ p.8 の指示１・２・３にしたがって書類を提出してください。 

 
Ｑ．正社員だったのですが、この３月末で退職しました。どのような書類が必要ですか？ 
Ａ． 一例ですが、指示１の書類として「出願者本人の所得証明書」、指示２の書類として「源泉徴収票」、 

指示３の書類として「退職証明書」の３点を提出してください。 
 
Ｑ．アルバイトもしていないので、収入がありません。収入に関する提出書類は何もいらないですか？ 
Ａ．p.8 の指示１の書類は必要です。父母からの給付がある場合は、指示２の書類として「収入計算書」 

裏面の「父母等からの給付額について」に記入し、提出してください。 

9



 

５．出願書類記入上の注意 
 

（１）願書 
 
【学年】 

司法研究科生の学生は法学未修者・既修者に関わらず、在学 1 年目の者は「1 年生」としてください。 
【履歴】 

本人の履歴 
・大学卒業時から、現在在籍している研究科入学まで空白期間のないように記入してください。 
・家事従事・自宅研修等の期間、大学院入学後に休学・留学・転学等をした場合の期間は必ず記入してください。 

【奨学金受給状況】 
給付・貸与を問わず、一年間に受けたすべての奨学金の合計額を記入してください。ただし、現在申請中のものは除

きます。 
例）2022 年度同志社大学奨学金※  397,500 円受給→月額(A)：33,125 円、月数(B)：9 ヵ月、金額(A)×(B)：298,125 円 

※同志社大学奨学金は年額支給であり、計上するのは 2021 年 4 月～12 月の 9 ヵ月分となるため。 
 
（２）収入計算書 
 

収入金額については「前年」のページに令和 4（2022）年 1 月～12 月の一年間の収入金額を記入してください。 
ただし、前年と本年で転・退職等により収入に大幅な変動がある場合は「前年」のページと「本年見込」のページの 
両方に収入金額を記入しください。（この場合、「本年見込」のページには、令和 5（2023）年 1 月～12 月の一年 
間の収入金額を推算して記入してください。ただし、令和 5（2023）年 3 月までに終了した奨学金・定職・アルバ 
イト等は含めないでください。） 
・金額は万円未満を切り捨てます。 
・収入金額合計が、生活費や授業料等の支払いに対し合理的ではない（授業料を下回る等）ものは認められません。 

p.20の「Ⅵ.学生納付金」を確認してください。  

・収入がない項目は「収入金額」欄を「0」にせず、無記入のままにしてください。 
 

【定職】 
定職とは勤務条件が常勤で定給を得ているものをいいます。 
・定職収入がある給与所得者は「令和 4 年分源泉徴収票」の「支払金額」が収入金額になります。給与所得とは給

与・賞与・専従者給与等のことです。 
・給与所得者以外（個人事業主等）は「令和 4 年分確定申告書（控）」の「所得金額」または「令和 4 年分市県民

税申告書（控）」の「所得金額」が収入金額になります。 
【アルバイト】 

定職以外で、学費・生活費等を補うために得た報酬の合計額を記入してください。 
【父母等からの給付額】 

授業料等を父母が支払っている場合、「父母等からの給付」欄にその金額を含めてください。 
自宅通学者は食費・住居費など金銭・物品を問わず、本人の日常生活において、一般的に家計から支出されたものを

金額に算定し、さらに、授業料・通学費・小遣い等、本人または本人に代わって家計から支出した金額を算定し、そ

の合計額を記入してください。なお、日常生活費（食費・住居費・光熱費等）については、世帯の家計全体の年間経

費を家族数で割り、その１人分を本人の収入金額とみなして差し支えありません。 
自宅外通学者は金銭・物品を問わず、本人が父母等より給付を受けた金額及び父母等が本人に代わって支出した金額

の合計額を記入してください。 
【奨学金】 

上記（１）願書【奨学金受給状況】を参照してください。 
【その他の収入】 

「定職」・「アルバイト」・「父母等からの給付額」・「奨学金」のいずれにも当てはまらない収入の合計金額を記

入してください。 
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－奨学金願書記入例－ 
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高木 花子

法学
佐藤　一郎　先生

604 0004

2023　 3

2023　 4

日本学生支援機構奨学金

同志社大学奨学金 4　　　 12

1　　　 12

33,125

54,000

298,125

648,000

9

12

同志社

090 - 9876 - 5432（母）
080 - 1234 - 5678

1103195111

京都
セントラルハイツ501号

京都市中京区相生町○○
○○館　305 9990

政治学 1

1303235111

2000 1 1 23

タカキ　ハナコ

高木 花子2023　　 4　　 8
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－収入計算書記入例－ 
 
別紙参照 

【
用

紙
②

】
収

入
計

算
書

前
年

用
（

表
）

こ
の

ペ
ー

ジ
は

全
員

記
入

必
須

 2202
（ 

年
前

［書
算

計
入

収
年

 1
 月

～
 1

2 
月

）
用

］
　

私
は

、
日

本
学

生
支

援
機

構
の

奨
学

金
を

申
し

込
む

に
あ

た
り

、
収

入
に

関
す

る
状

況
は

以
下

の
と

お
り

で
あ

る
こ

と
を

報
告

し
ま

す
。

ま
た

、
こ

の
収

入
計

算
書

に
基

づ
き

奨
学

金
の

申
込

み
（「

ス
カ

ラ
ネ

ッ
ト

」
へ

の
入

力
）

を
行

い
ま

す
。

○
学

校
名

○
申

込
者

氏
名

○
学

籍
番

号

○
課

程
（

該
当

の
数

字
に

○
）：

前
年

（
20

22
 年

 1
 月

～
 1

2 
月

）
の

収
入

額
【

証
明

書
類

必
要

】

）◎（トイバルア）◎（職定

収
入

項
目

定
職

  （
本

人
）

定
職

  （
配

偶
者

）

収
入

額
（

A
）

［
該

当
者

の
み

］

ア
ル

バ
イ

ト
 1

ア
ル

バ
イ

ト
 2

ア
ル

バ
イ

ト
 3

父
母

等
か

ら
の

給
付

額
（

★
）

奨
学

金

そ
の

他
の

収
入（

利
子

・
配

当
・

不
動

産
・

年
金

等
の

公
的

手
当

て
・

預
貯

金
の

取
崩

等
）

収
入

額
合

計

（
年

額
）

万
円

（
年

額
）

万
円

（
年

額
）

万
円

（
年

額
）

万
円

（
年

額
）

万
円

（
年

額
）

万
円

（
年

額
）

万
円

（
年

額
）

万
円

（
年

額
）

万
円

［
各

項
目

1 
万

円
未

満
切

り
捨

て
］

［
重
要
］

収
入
額
合
計
は
、
0
万
円
と
な
ら
な
い
よ
う
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

ア ・
こ

の
収

入
計

算
書

に
記

入
し

た
内

容
に

基
づ

き
、

前
年

と
本

年
見

込
（

前
年

に
対

し
て

変
動

が
見

込
ま

れ
る

場
合

に
限

る
）

の
収

入
金

額
を

ス
カ

ラ
ネ

ッ
ト

に
入

力
し

て
く

だ
さ

い
。

・
必

要
と

な
る

証
明

書
類

は
裏

面
に

添
付

し
て

く
だ

さ
い

。 
 ［

裏
面

に
つ

づ
く

］

前
年

用
（

表
）

1

大
学

研
究

科

１
．

修
士

・
博

士
前

期
課

程
２

．
一

貫
制

博
士

３
．

博
士

後
期

課
程

４
．

法
科

大
学

院

★
計

上
す

る
場

合
、

前
年

用
裏

面
に

月
別

内
訳

を
可

能
な

限
り

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

父
母

等
給

付
者

の
自

署
が

必
要

で
す

。

［
記

入
時

の
注

意
事

項
］

◎
複

数
あ

る
た

め
に

欄
が

不
足

す
る

場
合

は
、

合
計

額
を

記
入

（
ア

ル
バ

イ
ト

は
1・

2 
に

記
入

後
、

3 
に

残
り

を
ま

と
め

て
記

入
）。

た
だ

し
、

証
明

書
類

は
全

て
提

出
し

て
く

だ
さ

い
。

６
．

博
士

医
・

歯
・

薬
（

４
年

制
）

・
獣

医
学

課
程

５
．

専
門

職
大

学
院

課
程

（
法

科
大

学
院

を
除

く
）

【
用

紙
②

】
収

入
計

算
書

収
入

計
算

書
［

本
年

見
込

（
20

23
年

１
月

～
12

月
）

用
］

　
私

は
、

日
本

学
生

支
援

機
構

の
奨

学
金

を
申

し
込

む
に

あ
た

り
、

収
入

に
関

す
る

状
況

は
以

下
の

と
お

り
で

あ
る

こ
と

を
報

告
し

ま
す

。
ま

た
、

こ
の

収
入

計
算

書
に

基
づ

き
奨

学
金

の
申

込
み

（「
ス

カ
ラ

ネ
ッ

ト
」

へ
の

入
力

）
を

行
い

ま
す

。

本
年

見
込

用
（

表
）

2

本
用

紙
は

、 「
A

3 
サ

イ
ズ

1 
枚

」 
に

よ
り

構
成

さ
れ

て
い

ま
す

。
「

奨
学

金
案

内
」冊

子
、【

用
紙

①
】及

び【
用

紙
③

】よ
り

外
し

て
ご

利
用

く
だ

さ
い

。

【
収

入
の

状
況

】（
以

下
の

該
当

す
る

方
に

、「
○

」
を

付
け

て
く

だ
さ

い
。）

本
年

見
込

の
収

入
に

つ
い

て
は

、
前

年
の

収
入

金
額

に
対

し
て

、
変

動
は

あ
り

ま
せ

ん
。

本
年

見
込

の
収

入
に

つ
い

て
は

、
前

年
の

収
入

金
額

に
対

し
て

、
変

動
し

ま
す

の
で

、
以

下
の

と
お

り
報

告
し

ま
す

。

こ
の

ペ
ー

ジ
は

記
入

不
要

。

両
ペ

ー
ジ

の
各

項
目

を
全

て
記

入
（

前
年

と
変

動
の

な
い

同
じ

項
目

も
同

じ
金

額
を

記
入

）。

［
各

項
目

1 
万

円
未

満
切

り
捨

て
］

本
年（

20
23

年
1月

～
 1

2月
）の

収
入

見
込

額
【

証
明

書
類

必
要

】

職定 ）◎（ トイバルア ）◎（

収
入

項
目

定
職

  （
本

人
）

定
職

  （
配

偶
者

）

収
入

額
（

B
）

［
該

当
者

の
み

］

ア
ル

バ
イ

ト
 1

ア
ル

バ
イ

ト
 2

ア
ル

バ
イ

ト
 3

父
母

等
か

ら
の

給
付

額
（

★
）

奨
学

金
（

申
込

中
の

奨
学

金
は

除
く

）

そ
の

他
の

収
入（

利
子

・
配

当
・

不
動

産
 

・
年

金
等

の
公

的
手

当
て

・
預

貯
金

の
取

崩
等

）

イ
収

入
見

込
額

合
計

（
年

額
）

万
円

（
年

額
）

万
円

（
年

額
）

万
円

（
年

額
）

万
円

（
年

額
）

万
円

（
年

額
）

万
円

（
年

額
）

万
円

（
年

額
）

万
円

（
年

額
）

万
円

・
必
要
と
な
る
証
明
書
類
は
裏
面
に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

［
裏
面
に
つ
づ
く
］

本
年

見
込

用

変
動

あ
る

場
合

の
み

（
表

）

★
計

上
す

る
場

合
、

本
年

見
込

用
裏

面
に

月
別

内
訳

を
可

能
な

限
り

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

父
母

等
給

付
者

の
自

署
が

必
要

で
す

。

収
入

の
若

干
の

ゆ
ら

ぎ
に

つ
い

て
は

変
動

に
含

み
ま

せ
ん

。
変

動
し

た
と

は
、

別
の

勤
務

先
に

変
わ

っ
た

り
、

ア
ル

バ
イ

ト
の

数
が

変
更

に
な

っ
た

場
合

を
指

し
ま

す
。

［
重
要
］

収
入
額
合
計
は
、
0
万
円
と
な
ら
な
い
よ
う
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

本
年
収
入
見
込
額
を
「
０
円
」
と
す
る
と
、
前
年
の

収
入
額
合
計
で
審
査
さ
れ
ま
す
。

［
記

入
時

の
注

意
事

項
］

◎
複

数
あ

る
た

め
に

欄
が

不
足

す
る

場
合

は
、

合
計

額
を

記
入

（
ア

ル
バ

イ
ト

は
1・

2 
に

記
入

後
、

3 
に

残
り

を
ま

と
め

て
記

入
）。

た
だ

し
、 

 証
明

書
類

は
全

て
提

出
し

て
く

だ
さ

い
。

前
年

用
（

表
）

お
り

で
あ

る
こ

と
を

報

（
太
線
枠
内
）
記
入
必
須

１

（
点
線
枠
内
）

定
職
に
就
い
て
い
る
（
い
た
）
方
の
転
・
退
職
等
に
よ
る

大
幅
な
変
動
が
あ
る
場
合
の
み
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
①
と
②
（
裏
面
）
の
金
額
が
同
額
に
な
る
よ
う
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
収
入
計
算
書
に
記
入
し
た
内
容
を
、
ス
カ
ラ
ネ
ッ
ト
入
力
下
書
き
用
紙
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

（
太
線
枠
内
）
記
入
必
須

１

（
点
線
枠
内
）

定
職
に
就
い
て
い
る
（
い
た
）
方
の
転
・
退
職
等
に
よ
る

大
幅
な
変
動
が
あ
る
場
合
の
み
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
①
と
②
（
裏
面
）
の
金
額
が
同
額
に
な
る
よ
う
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
収
入
計
算
書
に
記
入
し
た
内
容
を
、
ス
カ
ラ
ネ
ッ
ト
入
力
下
書
き
用
紙
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

（
太
線
枠
内
）
記
入
必
須

１

（
点
線
枠
内
）

定
職
に
就
い
て
い
る
（
い
た
）
方
の
転
・
退
職
等
に
よ
る

大
幅
な
変
動
が
あ
る
場
合
の
み
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
①
と
②
（
裏
面
）
の
金
額
が
同
額
に
な
る
よ
う
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
収
入
計
算
書
に
記
入
し
た
内
容
を
、
ス
カ
ラ
ネ
ッ
ト
入
力
下
書
き
用
紙
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

（
太
線
枠
内
）
記
入
必
須

１

（
点
線
枠
内
）

定
職
に
就
い
て
い
る
（
い
た
）
方
の
転
・
退
職
等
に
よ
る

大
幅
な
変
動
が
あ
る
場
合
の
み
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
①
と
②
（
裏
面
）
の
金
額
が
同
額
に
な
る
よ
う
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
収
入
計
算
書
に
記
入
し
た
内
容
を
、
ス
カ
ラ
ネ
ッ
ト
入
力
下
書
き
用
紙
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

同
志

社

高
木

 花
子

13
03

23
51

11

法
学

40 12
0 94 25
4
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－収入計算書記入例－ 
 
別紙参照 

【
用

紙
②

】
収

入
計

算
書

前
年

用
（

表
）

こ
の

ペ
ー

ジ
は

全
員

記
入

必
須

 2202
（ 

年
前

［書
算

計
入

収
年

 1
 月

～
 1

2 
月

）
用

］
　

私
は

、
日

本
学

生
支

援
機

構
の

奨
学

金
を

申
し

込
む

に
あ

た
り

、
収

入
に

関
す

る
状

況
は

以
下

の
と

お
り

で
あ

る
こ

と
を

報
告

し
ま

す
。

ま
た

、
こ

の
収

入
計

算
書

に
基

づ
き

奨
学

金
の

申
込

み
（「

ス
カ

ラ
ネ

ッ
ト

」
へ

の
入

力
）

を
行

い
ま

す
。

○
学

校
名

○
申

込
者

氏
名

○
学

籍
番

号

○
課

程
（

該
当

の
数

字
に

○
）：

前
年

（
20

22
 年

 1
 月

～
 1

2 
月

）
の

収
入

額
【

証
明

書
類

必
要

】

）◎（トイバルア）◎（職定

収
入

項
目

定
職

  （
本

人
）

定
職

  （
配

偶
者

）

収
入

額
（

A
）

［
該

当
者

の
み

］

ア
ル

バ
イ

ト
 1

ア
ル

バ
イ

ト
 2

ア
ル

バ
イ

ト
 3

父
母

等
か

ら
の

給
付

額
（

★
）

奨
学

金

そ
の

他
の

収
入（

利
子

・
配

当
・

不
動

産
・

年
金

等
の

公
的

手
当

て
・

預
貯

金
の

取
崩

等
）

収
入

額
合

計

（
年

額
）

万
円

（
年

額
）

万
円

（
年

額
）

万
円

（
年

額
）

万
円

（
年

額
）

万
円

（
年

額
）

万
円

（
年

額
）

万
円

（
年

額
）

万
円

（
年

額
）

万
円

［
各

項
目

1 
万

円
未

満
切

り
捨

て
］

［
重
要
］

収
入
額
合
計
は
、
0
万
円
と
な
ら
な
い
よ
う
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

ア ・
こ

の
収

入
計

算
書

に
記

入
し

た
内

容
に

基
づ

き
、

前
年

と
本

年
見

込
（

前
年

に
対

し
て

変
動

が
見

込
ま

れ
る

場
合

に
限

る
）

の
収

入
金

額
を

ス
カ

ラ
ネ

ッ
ト

に
入

力
し

て
く

だ
さ

い
。

・
必

要
と

な
る

証
明

書
類

は
裏

面
に

添
付

し
て

く
だ

さ
い

。 
 ［

裏
面

に
つ

づ
く

］

前
年

用
（

表
）

1

大
学

研
究

科

１
．

修
士

・
博

士
前

期
課

程
２

．
一

貫
制

博
士

３
．

博
士

後
期

課
程

４
．

法
科

大
学

院

★
計

上
す

る
場

合
、

前
年

用
裏

面
に

月
別

内
訳

を
可

能
な

限
り

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

父
母

等
給

付
者

の
自

署
が

必
要

で
す

。

［
記

入
時

の
注

意
事

項
］

◎
複

数
あ

る
た

め
に

欄
が

不
足

す
る

場
合

は
、

合
計

額
を

記
入

（
ア

ル
バ

イ
ト

は
1・

2 
に

記
入

後
、

3 
に

残
り

を
ま

と
め

て
記

入
）。

た
だ

し
、

証
明

書
類

は
全

て
提

出
し

て
く

だ
さ

い
。

６
．

博
士

医
・

歯
・

薬
（

４
年

制
）

・
獣

医
学

課
程

５
．

専
門

職
大

学
院

課
程

（
法

科
大

学
院

を
除

く
）

【
用

紙
②

】
収

入
計

算
書

収
入

計
算

書
［

本
年

見
込

（
20

23
年

１
月

～
12

月
）

用
］

　
私

は
、

日
本

学
生

支
援

機
構

の
奨

学
金

を
申

し
込

む
に

あ
た

り
、

収
入

に
関

す
る

状
況

は
以

下
の

と
お

り
で

あ
る

こ
と

を
報

告
し

ま
す

。
ま

た
、

こ
の

収
入

計
算

書
に

基
づ

き
奨

学
金

の
申

込
み

（「
ス

カ
ラ

ネ
ッ

ト
」

へ
の

入
力

）
を

行
い

ま
す

。

本
年

見
込

用
（

表
）

2

本
用

紙
は

、 「
A

3 
サ

イ
ズ

1 
枚

」 
に

よ
り

構
成

さ
れ

て
い

ま
す

。
「

奨
学

金
案

内
」冊

子
、【

用
紙

①
】及

び【
用

紙
③

】よ
り

外
し

て
ご

利
用

く
だ

さ
い

。

【
収

入
の

状
況

】（
以

下
の

該
当

す
る

方
に

、「
○

」
を

付
け

て
く

だ
さ

い
。）

本
年

見
込

の
収

入
に

つ
い

て
は

、
前

年
の

収
入

金
額

に
対

し
て

、
変

動
は

あ
り

ま
せ

ん
。

本
年

見
込

の
収

入
に

つ
い

て
は

、
前

年
の

収
入

金
額

に
対

し
て

、
変

動
し

ま
す

の
で

、
以

下
の

と
お

り
報

告
し

ま
す

。

こ
の

ペ
ー

ジ
は

記
入

不
要

。

両
ペ

ー
ジ

の
各

項
目

を
全

て
記

入
（

前
年

と
変

動
の

な
い

同
じ

項
目

も
同

じ
金

額
を

記
入

）。

［
各

項
目

1 
万

円
未

満
切

り
捨

て
］

本
年（

20
23

年
1月

～
 1

2月
）の

収
入

見
込

額
【

証
明

書
類

必
要

】

職定 ）◎（ トイバルア ）◎（

収
入

項
目

定
職

  （
本

人
）

定
職

  （
配

偶
者

）

収
入

額
（

B
）

［
該

当
者

の
み

］

ア
ル

バ
イ

ト
 1

ア
ル

バ
イ

ト
 2

ア
ル

バ
イ

ト
 3

父
母

等
か

ら
の

給
付

額
（

★
）

奨
学

金
（

申
込

中
の

奨
学

金
は

除
く

）

そ
の

他
の

収
入（

利
子

・
配

当
・

不
動

産
 

・
年

金
等

の
公

的
手

当
て

・
預

貯
金

の
取

崩
等

）

イ
収

入
見

込
額

合
計

（
年

額
）

万
円

（
年

額
）

万
円

（
年

額
）

万
円

（
年

額
）

万
円

（
年

額
）

万
円

（
年

額
）

万
円

（
年

額
）

万
円

（
年

額
）

万
円

（
年

額
）

万
円

・
必
要
と
な
る
証
明
書
類
は
裏
面
に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

［
裏
面
に
つ
づ
く
］

本
年

見
込

用

変
動

あ
る

場
合

の
み

（
表

）

★
計

上
す

る
場

合
、

本
年

見
込

用
裏

面
に

月
別

内
訳

を
可

能
な

限
り

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

父
母

等
給

付
者

の
自

署
が

必
要

で
す

。

収
入

の
若

干
の

ゆ
ら

ぎ
に

つ
い

て
は

変
動

に
含

み
ま

せ
ん

。
変

動
し

た
と

は
、

別
の

勤
務

先
に

変
わ

っ
た

り
、

ア
ル

バ
イ

ト
の

数
が

変
更

に
な

っ
た

場
合

を
指

し
ま

す
。

［
重
要
］

収
入
額
合
計
は
、
0
万
円
と
な
ら
な
い
よ
う
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

本
年
収
入
見
込
額
を
「
０
円
」
と
す
る
と
、
前
年
の

収
入
額
合
計
で
審
査
さ
れ
ま
す
。

［
記

入
時

の
注

意
事

項
］

◎
複

数
あ

る
た

め
に

欄
が

不
足

す
る

場
合

は
、

合
計

額
を

記
入

（
ア

ル
バ

イ
ト

は
1・

2 
に

記
入

後
、

3 
に

残
り

を
ま

と
め

て
記

入
）。

た
だ

し
、 

 証
明

書
類

は
全

て
提

出
し

て
く

だ
さ

い
。

前
年

用
（

表
）

お
り

で
あ

る
こ

と
を

報

（
太
線
枠
内
）
記
入
必
須

１

（
点
線
枠
内
）

定
職
に
就
い
て
い
る
（
い
た
）
方
の
転
・
退
職
等
に
よ
る

大
幅
な
変
動
が
あ
る
場
合
の
み
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
①
と
②
（
裏
面
）
の
金
額
が
同
額
に
な
る
よ
う
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
収
入
計
算
書
に
記
入
し
た
内
容
を
、
ス
カ
ラ
ネ
ッ
ト
入
力
下
書
き
用
紙
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

（
太
線
枠
内
）
記
入
必
須

１

（
点
線
枠
内
）

定
職
に
就
い
て
い
る
（
い
た
）
方
の
転
・
退
職
等
に
よ
る

大
幅
な
変
動
が
あ
る
場
合
の
み
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
①
と
②
（
裏
面
）
の
金
額
が
同
額
に
な
る
よ
う
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
収
入
計
算
書
に
記
入
し
た
内
容
を
、
ス
カ
ラ
ネ
ッ
ト
入
力
下
書
き
用
紙
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

（
太
線
枠
内
）
記
入
必
須

１

（
点
線
枠
内
）

定
職
に
就
い
て
い
る
（
い
た
）
方
の
転
・
退
職
等
に
よ
る

大
幅
な
変
動
が
あ
る
場
合
の
み
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
①
と
②
（
裏
面
）
の
金
額
が
同
額
に
な
る
よ
う
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
収
入
計
算
書
に
記
入
し
た
内
容
を
、
ス
カ
ラ
ネ
ッ
ト
入
力
下
書
き
用
紙
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

（
太
線
枠
内
）
記
入
必
須

１

（
点
線
枠
内
）

定
職
に
就
い
て
い
る
（
い
た
）
方
の
転
・
退
職
等
に
よ
る

大
幅
な
変
動
が
あ
る
場
合
の
み
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
①
と
②
（
裏
面
）
の
金
額
が
同
額
に
な
る
よ
う
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
収
入
計
算
書
に
記
入
し
た
内
容
を
、
ス
カ
ラ
ネ
ッ
ト
入
力
下
書
き
用
紙
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

同
志

社

高
木

 花
子

13
03

23
51

11

法
学

40 12
0 94 25
4

【
用

紙
②

】
収

入
計

算
書

本
年

見
込

用
（

裏
）

本
年

見
込

の
収

入
に

つ
い

て
、前

年
と

変
動

し
な

い
場

合
、こ

の
ペ

ー
ジ

の
記

入
は

必
要

あ
り

ま
せ

ん
。

証
明

書
類

貼
付

欄

・
証

明
書

類
は

、
こ

の
欄

に
本

紙
と

上
下

の
向

き
を

そ
ろ

え
て

、
ホ

チ
キ

ス
で

上
部

2 
点

を
留

め
て

く
だ

さ
い

。
・

収
入

年
額

の
推

算
が

必
要

な
場

合
は

、
下

部
ス

ペ
ー

ス
に

計
算

式
を

記
入

し
、

推
算

し
た

年
額

を
表

面
記

入
欄

に
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

学
校
指
定
の
様
式
が
あ
る
場
合
は
、
そ
ち
ら
に
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
場
合
、
本
用
紙
へ
の
貼
付
は
不
要
で
す
。

書
類
の
提
出
方
法
に
つ
い
て
は
、
学
校
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

★
父

母
等

か
ら

の
給

付
額

に
つ

い
て

下
記

の
者

が
日

本
学

生
支

援
機

構
の

奨
学

金
を

申
し

込
む

に
あ

た
り

、
申

込
者

本
人

へ
の

給
付

額
に

つ
い

て
は

、
以

下
の

と
お

り
で

あ
る

こ
と

に
相

違
あ

り
ま

せ
ん

。

○
申

込
者

氏
名

○
給

付
者

氏
名

【
自

署
】

○
申

込
者

と
の

関
係

（
続

柄
）

［
千

円
単

位
：

合
計

欄
の

み
 1

 万
円

未
満

切
捨

て
］

（
20

23
年

）

［
月

別
に

記
入

で
き

な
い

場
合

は
、

年
額

の
み

を
合

計
欄

に
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。］

本
年

見
込

用
（

裏
）

　
４

1 
月

2 
月

3 
月

4 
月

5 
月

6 
月

7 
月

8 
月

9 
月

10
 月

11
 月

12
 月

千
円

千
円

合
計

万
円

前
年

用
と

本
年

見
込

用
が

表
面

の
位

置
と

は
左

右
反

対
に

な
っ

て
お

り
ま

す
の

で
、

ご
注

意
く

だ
さ

い
。

【
用

紙
②

】
収

入
計

算
書

前
年

用
（

裏
）

証
明

書
類

貼
付

欄

学
校
指
定
の
様
式
が
あ
る
場
合
は
、
そ
ち
ら
に
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
場
合
、
本
用
紙
へ
の
貼
付
は
不
要
で
す
。

書
類
の
提
出
方
法
に
つ
い
て
は
、
学
校
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
証

明
書

類
は

、
こ

の
欄

に
本

紙
と

上
下

の
向

き
を

そ
ろ

え
て

、
ホ

チ
キ

ス
で

上
部

2 
点

を
留

め
て

く
だ

さ
い

。

★
父

母
等

か
ら

の
給

付
額

に
つ

い
て

下
記

の
者

が
日

本
学

生
支

援
機

構
の

奨
学

金
を

申
し

込
む

に
あ

た
り

、
申

込
者

本
人

へ
の

給
付

額
に

つ
い

て
は

、
以

下
の

と
お

り
で

あ
る

こ
と

に
相

違
あ

り
ま

せ
ん

。

○
申

込
者

氏
名

○
給

付
者

氏
名

【
自

署
】

○
申

込
者

と
の

関
係

（
続

柄
）

［
千

円
単

位
：

合
計

欄
の

み
 1

万
円

未
満

切
捨

て
］

 
（

20
22

年
）

［
月

別
に

記
入

で
き

な
い

場
合

は
、

年
額

の
み

を
合

計
欄

に
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。］

前
年

用
と

本
年

見
込

用
が

表
面

の
位

置
と

は
左

右
反

対
に

な
っ

て
お

り
ま

す
の

で
、

ご
注

意
く

だ
さ

い
。

前
年

用
（

裏
）

3

1 
月

2 
月

3 
月

4 
月

5 
月

6 
月

7 
月

8 
月

9 
月

10
 月

11
 月

12
 月

千
円

千
円

小
計

万
円

収
入
書
類
等
は
貼
付
せ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

給
付
者
（
父
母
）
が
署
名
し
て
く
だ
さ
い
。

２

収
入
書
類
等
は
貼
付
せ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

給
付
者
（
父
母
）
が
署
名
し
て
く
だ
さ
い
。

２

高
木
 花

子 高
木
 太

12
0

父
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－スカラネット下書き用紙記入例－ 
 
別紙参照 

案内」19～21ページを必ず確認してください。

6/8
I－あなたの所得情報
　　1．あなたの収入について該当する項目を記入してください。

　（1）定職・アルバイトについて該当する項目を記入してください。

　（2）定職又は週21時間以上のアルバイトに従事している人のみ記入してください。

　（a）退職・休職もしくはアルバイトの週当たり就労時間を21時間未満に減少する意思がありますか。

　（b）「あります」と答えた人はその予定時期を記入してください。

　（3）配偶者のいる人はその氏名及び年齢を記入してください。

　（4）配偶者の収入状況（定職収入のみ）を記入してください。

　　2．あなたの特記情報について記入してください。

　　　災害・震災に被災したことがある人で、被災した災害・震災が選択肢の中に含まれている場合は該当の

　　　ものを選択してください。

定　　　職

勤務先 職業

収入金額（年額・税込）
前年 本年見込 

週当たり

万円 万円

万円 万円

給与所得の場合

給与所得以外の場合

勤務先 職業 前年 本年見込

収入金額（年額・税込）

万円 万円

万円 万円

アルバイト 万円 万円 時間

時間

時間

万円 万円

万円 万円

万円 万円

万円 万円

父母等からの給付額（年額・税込）

奨学金（現在申込中のものは除く)（年額・税込）

その他の収入（内容）（全角20文字以内） 万円 万円

（b）西暦（４桁） 年　　　月　　　日

（3）氏名

年齢　　　歳

姓 名

（1）基本的に前年の収入のみを入力
してください。ただし本年見込
の収入金額が、前年に対して変
動する場合に限り、前年の収入
に加えて本年見込の収入金額も
入力してください。

○前年の収入金額と本年見込の収入
金額とで増減がある場合は、本年
見込の収入金額で選考します。

※緊急採用・応急採用の申込みをする
人は、前年欄に家計急変前の収入
金額を、本年見込欄に家計急変後
の収入金額（年収見込）を入力して
ください。

預貯金の取り崩し等が該当します。

給与所得の場合は、源泉徴収票の「支
払金額」を入力してください。

給与所得以外の場合は、確定申告書
の「所得金額」を入力してください。

【用紙①】スカラネット入力下書き用紙（大学院・法科大学院）

緊急採用・応急採用で申し込む場合、
プルダウンから該当の災害を選択して
ください。

I－あなたの所得情報 奨「、はていつに
学金案内」26～29ページを参照のう
え入力してください。

2

3

(全角) (全角) (半角数字) (半角数字)

(年額・税込)

(全角) (全角) (半角数字) (半角数字)

1

2

1

本年見込
就労時間

（半角数字）

（a）○あります　○ありません

度
制
金
学
奨
与
貸

等
順
手
込
申

※収入計算書と内容を一致させてください。ページ右の注釈をよく読んで記入してください。

40

120

94

○○○○○

14



 

－スカラネット下書き用紙記入例－ 
 
別紙参照 

7/8

J－あなたの研究情報
　　1．あなたの研究題目（研究分野）を記入してください。（全角50字以内）（25×2）

　　2．あなたの大学院進学の目的と研究計画を記入してください。（全角400字以内）（25×16）

　　3．あなたのこれまでの研究内容（提出論文・紀要・学術雑誌等の発表論文等）について記入してください。

ただし、修士・博士前期課程1年および博士医・歯・薬・獣医学課程1年は記入の必要がありません。

K－家庭事情情報
　　1．奨学金を希望するに至った家庭事情や、特に説明を要することを記入してください。

注）緊急・応急採用の場合はできるだけ具体的に記入してください。

（全角400字以内）（25×16）

（全角200字以内）（25×8）

あなたの研究情報
本項目に半角英数字や半角カナ文字
は使用できません。
数式・記号を含め全角文字で入力し
てください。

「研究題目」が未定の場合、手がけて
みたいと考えている専門分野を大別
し、その概要を入力してください。

専門職大学院（法科大学院を含む）
の１年の人も入力不要です。

併用貸与を希望し、第二種奨学金の最
高月額を選択した場合は、最高月額を
必要とする「理由」も入力してください。

家庭事情情報は、全員入力する必要
があります。特に、緊急採用・応急
採用の申込みをする人は､「いつ｣｢ど
ういった事由で」家計急変したのか、
事情をできるだけ詳しく入力してく
ださい。

【用紙①】スカラネット入力下書き用紙（大学院・法科大学院）

度
制
金
学
奨
与
貸

等
順
手
込
申

入力必須

２００文字以上入力必須

修士・専門職課程２年生以上および

後期課程の方は

２００文字以上入力必須

１５０文字以上入力必須

※記入漏れ、字数不足のないように注意してください。
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次のような緊急援助・その他の制度がありますので、奨学金を希望する場合は学生生活課まで相談に来てください。 
 
１．日本学生支援機構大学院奨学金の緊急採用（第一種奨学金）・応急採用（第二種奨学金） 
（１）趣旨 

家計状況の急変や不慮の災害等により、著しく学資支弁に支障をきたし、緊急に援助を必要とする場合には、

募集期間外であっても随時緊急または応急採用として申請することができます。 
貸与額等の詳細については p.2 を参照してください 

 
（２）出願資格、成績基準、家計基準 

出願者は以下の基準を満たしていることが必要です。 
 

① 出願資格 

家計が急変した者で以下の事項のいずれかに該当する場合。ただし、出願できるのは以下の事情が発生した時

から 1 年以内である場合に限ります。なお、事由対象者は定職のある場合は「本人または配偶者」、本人の主

たる収入が父母等からの給付による場合は「父母等」になります。 
ⅰ．生計維持者が失職・退職・休職した場合（失職理由は問いません）。 

再就職したにもかかわらず収入が著しく減少している世帯も対象とします。 
ⅱ．生計維持者が死亡または離別した場合。 
ⅲ．生計維持者が破産した場合（家計の急変が伴わない場合は、破産しても対象とはなりません）。 
ⅳ．震災、風水害、火災等の災害により災害救助法・天災による被害農林漁業者等に対する資金の融通に関す

る暫定措置法の適用を受ける著しい被害またはこれらの災害に準ずる程度の被害を受けたことにより、生

計維持者について支出が著しく増大、もしくは収入が減少した場合。 
ⅴ．新型コロナウイルス感染症に係る影響を受けたことにより、生計維持者について収入が減少した場合。 
 
・出願資格について分からないことがあれば、出願前に学生生活課に相談してください。 
・外国人留学生、聴講生、科目等履修生は出願資格がありません。 

 

② 成績基準 

大学院における学修に意欲があり、学業を確実に修了できる見込みがあると認められること。 

 

③ 家計基準 

・出願資格ⅰ～ⅴのいずれかに該当し、家計急変の事由によりその後一年間の家計が収入基準額の範囲内にな

ることが確実であると認められる者。 

・家計急変の事由により、申込者の属する世帯の年間の支出額が著しく増大した場合、または年間の収入額が

著しく減少したと認められる者。 

・その他家計急変の事由により、緊急・応急採用が必要と特に認められる者。 
 
（３）貸与期間 

①緊急採用 
ア）貸与開始…家計急変の事由が生じた月以降で、申込者が希望する月とします。 

ただし、その希望する月が申込月を遡る場合は入学年月まで遡ることができます。 
イ）貸与終期…原則として採用年度末（2024 年 3 月）。 

ただし、採用年度末においてなお、第一種奨学金を必要とすることが認められる者から「緊急
採用（第一種）奨学金継続願」及び「奨学金継続に係る申告書（緊急継続）」の提出があり、翌
年度以降もなお第一種奨学金を必要とすることが認められる場合は、年度末ごとに願い出を繰
り返すことにより、標準修業年限の終期まで貸与期間の延長ができます。家計が好転し、奨学
金を必要としなくなったときは、奨学金を減額または辞退することができます。 

②応急採用 
ア）貸与開始…2022 年 4 月以降で、申込者が希望する月とします。ただし、家計急変の生じた月まで(当該年度

入学者は入学年月まで)遡ることができます。 
イ）貸与終期…標準修業年限が終了するまでとします。ただし、家計が好転し、奨学金を必要としなくなった

ときは、奨学金を減額または辞退することができます。 
 
（４）出願から採用まで 

「奨学金出願のしおり」を学生生活課へ取りに来てください。 
その際、出願資格を確認しますので、家庭事情等を把握しておいてください。 
出願後、大学内で選考し、日本学生支援機構に推薦します。日本学生支援機構が採否を決定し、結果は郵送等

で連絡します。 

 Ⅳ．緊急時の奨学金制度、学費の延納・分納  
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２．同志社大学緊急貸与奨学金 
家計の急変、不時の災害その他著しく学資支弁に支障をきたし、緊急に援助を必要とする場合に出願することがで

きます。詳細は学生生活課に相談してください。 
 
 
３．同志社大学短期貸付金 

一時的に生活費の支弁が困難となった場合、次の短期貸付金の申し込みができます。 
申し込みの際は、学生証と印鑑（朱肉で押印できるもの）を持参してください。なお、貸付を受けるためには連帯

保証人を立て、かつその者の承認が必要です。 
 

①一般貸付     30,000 円以内（3 か月以内に月賦で返還） 
家庭からの仕送りの遅延等のため、生活費の支弁が一時的に困難になったとき。 

 
②特別貸付    100,000 円以内（10 か月以内に月賦で返還） 
急病、下宿火災などのため、生活費の支弁が困難になったとき。 
（診断書、罹災証明書等のコピーが必要） 

 
 
４．学費の延期納入・分割納入 

やむを得ない事情のため、期限内に学費を納入できない場合、所定の期間内に手続きをすれば、学費を延納または

分納することができます。希望者は期間内にウェブサイト（https://www.doshisha.ac.jp/scholarships/）を参照して、

奨学金・学費延分納申請システムから手続きをしてください。 
 
 

春学期 

手続期間 4 月 1 日（土）～ 4 月 28 日（金） 

納入期限 
分納 1 回目          5 月 31 日（水） 
分納 2 回目          7 月 28 日（金） 
延納                7 月 28 日（金） 

秋学期 

手続期間 9 月 25 日（月）～ 10 月 31 日（火） 

納入期限 
分納 1 回目         11 月 30 日（木） 
分納 2 回目   2024 年 1 月 29 日（月） 
延納         2024 年 1 月 29 日（月） 

※専門職学位課程（司法研究科、ビジネス研究科）の学生は、分納を選択することはできません。 
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●修士課程は、前期課程に準じます。 
（＊1）採用者数 [出願者数] は2022年度実績 採用人数に限度があるため、上記基準内であっても採用されない場合があります。 

（＊2）ビジネス研究科秋入学生については別日程 
（＊3）2022年度以前に入学した学生の給付額は、授業料相当額の2分の1とします。 
（＊4）2022年度以前に入学した学生の給付額は、授業料相当額に120,000円を加えたものとします。 
（＊5）2022年度以前に入学した学生の給付額は、年間学費（授業料、教育充実費、実験実習料及び特別在籍料（適用学期のみ））相当額とします。 
（＊6）出願時期、出願方法に関しては、出願のしおりや本学奨学金ウェブサイト等を必ず確認してください。 

名  称 種 類 金   額 

対  象 採用者数 

[出願者数] 
（＊１） 

願書 

入手時期 
出願期間 
（＊５） 

採否決定 備    考 

家計基準 成績基準 

同志社大学 

大学院奨学金 
給 付 

年額 
神学研究科、文学研究科、社会学研究科、法学研究科、

経済学研究科、商学研究科、総合政策科学研究科、 
グローバル・スタディーズ研究科、 
ビジネス研究科グローバル経営研究専攻 310,000円 
文化情報学研究科、 
スポーツ健康科学研究科 330,000円 
理工学研究科、生命医科学研究科 430,000円 
心理学研究科 350,000円 
脳科学研究科 430,000円 

(＊3) 

専門職学位課程は対象外 

〈前期課程〉 
340 

[758] 
〈後期課程〉 

15 
[17] 

3月下旬 
～ 

（＊2） 

4月上旬 
（＊2） 

6月中旬 
（＊2） 

給付期間：1か年 
（毎年出願可） 

本人の収入金額 
給与収入：841万円以下 
営業所得：355万円以下 

成績良好であること 

同志社大学 

大  学  院 

特別奨学金 

給 付 

年額 
表に定める額に120,000円を加えたもの 
神学研究科、文学研究科、 
社会学研究科、法学研究科、 
経済学研究科、商学研究科、 
総合政策科学研究科、グロー

バル・スタディーズ研究科、 
ビジネス研究科グローバル

経営研究専攻 

入学年度ごとの各年次

に応じた授業料相当額 

文化情報学研究科、 
スポーツ健康科学研究科 

入学年度 560,000円 
２年目以降 760,000円 

理工学研究科、 
生命医科学研究科 

入学年度 740,000円 
２年目以降 940,000円 

心理学研究科 入学年度 590,000円 
２年目以降 790,000円 

（＊4） 

前期課程及び一貫制博士課程の在学2年以内の

者のうち、研究科長に推薦された学力、人物と

もに特に優秀かつ研究者として適格な者 
（脳科学研究科、ビジネス研究科（専門職学位

課程）は対象外） 

28 公募はしない 6月中旬 
（＊2） 

給付期間：1か年 

同志社大学大学院 

脳科学研究科 

特別奨学金 

給 付 
年間学費（入学金（入学時のみ）、授業料、教育充実

費及び特別在籍料）相当額 
（＊5） 

入学時32歳未満（転入学時34歳未満）で、 
脳科学研究科に推薦された学修意欲のある者 

24 公募はしない 
入試 
合格と 
同時 

給付期間：1か年 
ただし、所定の継続審査によ
り、標準修業年限を上限に継
続することがある。 
採用者数には継続者を含む。 

同志社大学大学院 

博士後期課程若手 

研究者育成奨学金 

給 付 
年間学費（入学金（入学時のみ）、授業料、教育充実

費及び特別在籍料）相当額 
（＊5） 

後期課程に在学している入学時34歳未満の者

及び一貫制博士課程に2年以上在学している入

学時32歳未満の者のうち、各研究科に推薦され

た学修意欲のある者 
（脳科学研究科は対象外） 

197 公募はしない 
入試 
合格と 
同時 

給付期間：1か年 
ただし、所定の継続審査によ
り、標準修業年限を上限に継
続することがある。 
採用者数には継続者を含む。 

同志社大学 

寄付奨学金 
給 付 年 額  100,000円 研究科長に推薦された学力・人物ともに優秀な者 4 公募はしない 5月下旬 給付期間：1か年 

同志社大学 

貸与奨学金 

(秋期募集) 

(2016年度以前 

入学生対象) 

貸 与 
(無利子) 

年 額 
①授業料相当額の1/2 
②授業料相当額 

学部生向け日本学生支

援機構奨学金（第一種）

に定められている収入

基準学以下の者から選

考します。 

――― 
① 0 
② 0 

  ［0］ 

7月中旬 
～ 9月下旬 11月中旬 

貸与期間：１か年 
（毎年出願可） 
最短修業年限+1年まで出願可 
外国人留学生は出願不可 
返還は原則として修了後10
年以内 

同志社大学 

短期貸付金 

貸 与 
(無利子) 

①一般貸付  30,000円以内 
②特別貸付 100,000円以内 

やむを得ない事情で、一時的に生活費支弁が 
困難になった者 

① 0 
② 0 

緊急の場合に随時 
（事務室開室時間） 

一般貸付の返還は3か月以

内、特別貸付は10か月以内の

月賦返還 

日本学生支援機構 

大  学  院 

第一種奨学金 

貸 与 
(無利子) 

月 額 
下記金額から選択制 
〈前期課程〉  50,000円 

88,000円 
〈後期課程〉  80,000円 

122,000円 

本人および配偶者の 
収入金額の合計額 

 
〈前期課程〉 

299万円以下 
〈後期課程〉 

340万円以下 

成績が特に優れ、学術

研究者として適格と認

められる者 

〈前期課程〉 
217 

[217] 
 

〈後期課程〉 
16 

[16] 
 

〈専門職学位課程〉 
20 

[20] 

 
 
 
 
 

3月下旬 
～ 

 
 
 
 
 

4月上旬 

 
 
 
 
 

7月上旬 

貸与期間：標準修業年限まで 
外国人留学生は出願不可 
新入生には、初回振込時、10～
50万円増額可能な制度あり 
第一種奨学金には「特に優れ

た業績による返還免除」制度

（博士(後期)課程等の「採用

時返還免除内定」制度含む）

あり 
第二種奨学金の利率の上限

は3％ 
第二種奨学金において、司法

研究科生が最高金額を選択

した場合は40,000円又は

70,000円の増額が可能 
返還は借用総額により異な

るが修了後10～20年以内 
一貫制博士課程の1･2年次生

は前期課程に、3～5年次生は

後期課程に準ずる 

日本学生支援機構 

大   学   院 

第二種奨学金 

貸 与 
(有利子) 

月 額 
下記金額から選択制 

50,000円 
80,000円 

100,000円 
130,000円 
150,000円 

本人および配偶者の 
収入金額の合計額 

 
〈前期課程〉 

536万円以下 
〈後期課程〉 

718万円以下 

成績が平均水準以上

で、特定の分野におい

て特に優れた資質能力

があると認められる者 

〈前期課程〉 
12 

[62] 
 

〈後期課程〉 
 2 
[ 4] 

 
〈専門職学位課程〉 

 8 
[10] 

9月上旬 
～ 
 
 
 
 
 

9月中旬 
 
 
 
 
 

12月上旬 
 
 
 
 
 

民間 ･ 地方 

公 共 団 体 

奨  学  金 

給 付 
または 
貸 与 

各奨学団体により異なる 各奨学団体により異なる 
（大学推薦団体は成績優秀者） 21 3月下旬より随時受付 

貸与の場合は各奨学団体に

より異なるが修了後10～15
年以内に返還 

 

2023年3月現在 

 Ⅴ．奨学金制度一覧  
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○ 司法研究科対象の奨学金（下記の奨学金以外に、他研究科と同じく日本学生支援機構大学院奨学金、同志社大学短期貸付金の利用が可能です。） 

2023年3月現在 

（＊1）採用者数は2022年度実績 
（＊3）採用人数に限度があるため、上記基準内であっても採用されない場合があります。 
（＊4）単位授業料は、登録単位数に応じて徴収するもの 
（＊5）出願時期、出願方法に関しては、出願のしおりや本学奨学金ウェブサイト等を必ず確認してください。 

名    称 種  類 
金      額 
（＊４） 

対  象（＊３） 
採用者数 
（＊１） 

願書 

入手時期 
出願期間 
（＊５） 

採否決定 備    考 

家計基準 成績基準 

同志社大学大学院 

司 法 研 究 科 

奨  学  金 

給 付 

①第1類奨学金 
〔2年間継続型〕 
年間の単位授業料 
相当額 

②第2類奨学金 
〔単年度給付型〕 
年間の単位授業料 
相当額 

③第3類奨学金 
〔単年度給付型〕 
年間の単位授業料 
相当額の1/2 

――― 

勉学意欲旺盛

で、学業人物

ともに優秀な

者 

１年次生 
①92 
②23 
③ 4 

２年次生 
①12 
② 6 
③ 0 

３年次生 
① 0 
② 3 
③ 0 

公募はしない 

１年次生 
入試合格と

同時 
 

２年次生以上 
3月 

選考： 
１年次生 
入学試験の成績によ

る。秋に補充採用する

ことがある。 
 
２年次生以上 
学業成績優秀者の中

から選考 

司 法 研 究 科 

修学支援奨学金 
給 付 年間の登録単位数に

8,000円を乗じた額 

司法研究科正規学生で司法
研究科の推薦のあるもの
（ただし、司法研究科奨学
金と併給はできない。） 

１年次生 
0 

２年次生 
7 

３年次生 
20 

公募はしない 

１年次生 
入試合格と
同時に決定 
 
２年次生以上 
毎年 3 月に 
決定 

 

同志社大学大学院 

司 法 研 究 科 

貸 与 奨 学 金 

貸 与 
（無利子） 

一学期の金額 
 
①一学期の 
単位授業料相当額 

 
②一学期の 
単位授業料相当額の1/2 

学資の支弁
に支障のあ
る者 

１年次生 

入試合格を

もって基準

を満たす 

 
２年次生以上 

司法研究科

の推薦によ

る 

〔入学前〕 
① 1 
② 0 

 
〔春学期〕 

① 0 
② 0 

 
〔秋学期〕 

① 1 
② 0 

1年次生 
〔春〕 
合格発表後 
 

〔秋〕 
7月上旬 
 

2年次生以上 
〔春〕 

1月上旬 
 

〔秋〕 
7月上旬 

1年次生 
〔春〕 
･前期日程 

  10月上旬 
･後期日程 

   2月中旬 
 
〔秋〕 

9月中旬 
 
2年次生以上 
〔春〕 

3月下旬 
 
〔秋〕 

  9月中旬 

1年次生 
〔春〕 
･前期日程 

   11月中旬 
･後期日程 

    3月上旬 
 
〔秋〕  

10月上旬 
 
2年次生以上 
〔春〕 

4月中旬 
 
〔秋〕  
   10月上旬 

貸与期間：１学期 
（学期毎に出願可） 
最短修業年限まで出願
可 
外国人留学生は出願不
可 
連帯保証人が2名必要 
返還は原則として修了
時から貸与回数×3年以
内。ただし、15年を超
えないものとする。 
願書入手時期・出願期
間・採否決定は予定（変
更の場合あり）。 

同志社大学大学院 

司 法 研 究 科 

特別支給奨学金 

給 付 年 間 100,000円 ――― 

同志社大学 

を卒業、同志 

社大学在学3 

年で飛び入 

学又は同志 

社大学大学 

院を修了し、 

司法研究科 

に入学した 

者 

38 公募はしない 5月中旬 

有資格者全員を採用す
る。 
入学初年度に、各学期5
万円を給付する。 

19



●大学院博士課程(前期課程）または修士課程 （単位：円）

入学金 授業料 教育充実費 実験実習料
合計

※諸費を除く

200,000 508,000 116,000 824,000

200,000 591,000 125,000 916,000

200,000 844,000 155,000 1,199,000

200,000 618,000 125,000 943,000

200,000 641,000 131,000 972,000

603,000 121,000 724,000

642,000 131,000 45,000 818,000

820,000 160,000 120,000 1,100,000

642,000 131,000 70,000 843,000

671,000 136,000 75,000 882,000

●大学院博士課程(後期課程） （単位：円）

入学金 授業料 教育充実費 実験実習料
合計

※諸費を除く

200,000 477,000 122,000 799,000

200,000 562,000 132,000 894,000

200,000 815,000 161,000 1,176,000

200,000 587,000 132,000 919,000

200,000 605,000 137,000 942,000

603,000 121,000 724,000

642,000 131,000 45,000 818,000

820,000 160,000 120,000 1,100,000

642,000 131,000 70,000 843,000

671,000 136,000 50,000 857,000

603,000 121,000 724,000

642,000 131,000 50,000 823,000

820,000 160,000 120,000 1,100,000

642,000 131,000 70,000 843,000

671,000 136,000 75,000 882,000

●大学院一貫制博士課程（転入を含む） （単位：円）

入学金 授業料 教育充実費 実験実習料
合計

※諸費を除く

2023年度生 200,000 844,000 155,000 1,199,000

2022年度生 820,000 160,000 120,000 1,100,000

2021年度生 （200,000） 820,000 160,000 120,000 1,100,000

2020年度生 820,000 160,000 120,000 1,100,000

2019年度生 820,000 160,000 120,000 1,100,000

●大学院専門職課程

司法研究科（法科大学院） （単位：円）

入学金 単位授業料
（１単位につき）

教育充実費
合計

※諸費を除く

200,000 157,000 357,000

37,000 37,000 x 登録単位数

154,000 154,000

36,000 36,000 x 登録単位数

154,000 154,000

36,000 36,000 x 登録単位数

ビジネス研究科(ビジネススクール） （単位：円）

入学金 単位授業料
（１単位につき）

教育充実費 合計

200,000 227,000 427,000

50,500 50,500 x 登録単位数

220,000 220,000

49,000 49,000 x 登録単位数

2021年度生

神・文・社会・法・経済・商・総合政策科学・
グローバル・スタディーズ研究科

脳科学研究科

心理学研究科

2021年度生

スポーツ健康科学研究科

神・文・社会・法・経済・商・総合政策科学・
グローバル・スタディーズ研究科

2022年度生
教育充実費

2023年度生
入学金、教育充実費

教育充実費

単位授業料

2023年度生
入学金、教育充実費

単位授業料

単位授業料

単位授業料

2022年度生
教育充実費

単位授業料

文化情報学研究科

理工学・生命医科学研究科

スポーツ健康科学研究科

スポーツ健康科学研究科

文化情報学研究科

理工学・生命医科学研究科

神・文・社会・法・経済・商・総合政策科学・
グローバル・スタディーズ研究科

心理学研究科

Ⅵ．学生納付金

詳細については本学ウェブサイト（https://www.doshisha.ac.jp/students/office/procedure/year/2023.html）を参照してください。

文化情報学研究科

神・文・社会・法・経済・商・総合政策科学・
グローバル･スタディーズ・ビジネス研究科

2023年度生 理工学・生命医科学研究科

スポーツ健康科学研究科

心理学研究科

脳科学研究科

脳科学研究科

下記一覧表には諸費を含みません。

脳科学研究科

脳科学研究科

文化情報学研究科

神・文・社会・法・経済・商・総合政策科学・
グローバル・スタディーズ・ビジネス研究科

理工学・生命医科学研究科2022年度生

スポーツ健康科学研究科

心理学研究科

2023年度生

文化情報学研究科

理工学・生命医科学研究科

心理学研究科

2022年度生

 

 

 Ⅵ．学生納付金  
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Ⅶ．本 学 指 定 用 紙 
 
 
 
 

○給与支払（見込）証明書 

○就労証明書 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

用紙は下記本学ウェブサイトよりダウンロードすることもできます。 
 
https://www.doshisha.ac.jp/scholarships/download/download.html 
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［令和 3年 1月 2日以降に就職・転職した方のみ提出］ 
 

給与支払（見込）証明書について（お願い） 
 

事 業 主 各 位 
この証明書は、下記の本学学生が奨学金の出願に際して、給与受給状態について証明をお願いする

ものです。 
※入社月から１年間の支払額について証明願います。 

月の途中に入社した場合、翌月 1日から 1年間分の見込額を証明願います。 

（例．4月 10 日に入社した場合→5月 1日から翌年 4月 30 日の 1年間分の見込額を証明願います。） 

※証明時に入社後１年間に満たない場合は、賞与も含めた見込額で証明願います。 

 

同志社大学 学生生活課 
（今出川）〒602-8580 京都市上京区今出川通烏丸東入  

TEL.075-251-3280 
FAX.075-251-3083 

（京田辺）〒610-0394 京田辺市多々羅都谷 1-3 
TEL.0774-65-7430 
FAX.0774-65-7429 

出

願

者 

学生 ID（学生証の 8桁／10桁の番号） 氏 名 

  
 

●ご記入いただいた情報は奨学金業務のために使用し、その他の目的には使用しません。 

給与支払（見込）証明書 

給与受給者 

氏 名                  

就 職 年 月 日      年   月  日 職 名 
（役職名）  

給 
 
与 

入 社 後 
1 年 間 の 
支 払 総 額 
ま た は 
支払見込額 

支払期間※ 内    訳 支払総額 
（税込） 賞  与 給  与 

年  月 
～ 
年  月 

（12か月分） 

円 円 円 
 

 最近の月収 

（または見込額） 

         円 

配
偶
者
控
除
・ 

扶
養
家
族
控
除
申
告 

氏    名 続柄 年齢 氏    名 続柄 年齢 

①    ④   

②    ⑤   

③    ⑥   

上記のとおりであることを証明します。 
２０  年   月   日 

事業所所在地 
名 称                    （公印） 
代表者氏名 
TEL.(    )   －     
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就 労 証 明 書 に つ い て （ お 願 い ） 
 

事 業 主 各 位  
この証明書は、下記の本学学生が奨学金の出願に際して、本人の就労状況について証明をお願い

するものです。 
ご多忙中恐縮ですが、正確にご記入くださいますようお願い申し上げます。 

なお、記入について不明な点がありましたら、下記へご連絡いただきますようお願いいたします。 
 

同志社大学 学生生活課 
（今出川）〒602-8580 京都市上京区今出川通烏丸東入  

TEL.075-251-3280 
FAX.075-251-3083 

（京田辺）〒610-0394 京田辺市多々羅都谷 1-3 
TEL.0774-65-7430 
FAX.0774-65-7429 

 
出

願

者 

学生 ID（学生証の 8桁／10桁の番号） 氏 名 
  

 

●ご記入いただいた情報は奨学金業務のために使用し、その他の目的には使用しません。 

就 労 証 明 書 

就労学生氏名              
 

 支払期間 支払総額 就労時間総合計 

2022年 1月～12月    月～   月 
万円 

(月額    万円) 
 

2023年 1月～12月 
（見込） 

   月～   月 
万円 

(月額    万円) 
時間 

(週当り   時間) 
※金額は万円未満切り捨てで記入してください。(  )内については、いずれも平均で
記入してください。2022年から 2023年まで就労が継続している人は 2022年と 2023
年(見込)両方を記入してください。 

 
  給 与支払 区 分： 月給 ・ 日給 ・ 時間給 ・ その他(      ) 
  源泉徴収の有無：（ 有 ・ 無 ） 

 
 

上記のとおり証明します。 
２０  年   月   日 
事業所所在地 
名 称                     
代 表 者 氏 名                    （公印） 

ご担当者氏名 
TEL.(    )   －     
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